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ヲ9 テブヲ 馴:
息
た 。 建 は 、 苦 し い 息 の 下 か ら 、 わ が 名 の 建 を 命
に差し上げるとい
い、それを聞き終えた命は、懃菰のように振
り 折 ち て 殺 し た 。 日
本 古 典 文 学 大 系 は 、 「
振 折 」 を 「 振 り 折 ち 」 と 訓 ん だ 理 由 に つ い
て 「 記 伝 に 『 師 の 、 折 字 は 折 合
）の誤とせられ
た る ぞ 宜 き 。 』
とあろが、原字を活かしてタチ
と
訓 み 、 た ち き る 意 に 取 っ た 。 」
と注するが、「折」を「タツ」と訓む例はない
。
表 記 は 、 す ぺ て






の ロ ・ 熊 曽 刺 殺 の 条 の 「 折 」 は 、 殆 ど の 古 写 本 に 共 通 し 、 原 本 にそうあったとしか思えない。ま
た 大 国 主 の 国 譲 り の 歌 の 「 打 」 は 、
その原形が「折」であったことを思わせる証跡が『旧事紀』に存在し、この事実は、『
古 事 記 』 の 写 本 が 室 町 期 を 遡 り 得 な い 現 状
を大きく打破するものといえよう。もし、『古事記』が「サク」を「折」と表記してい
た と し た ら 、 迦 具 土 斬 殺 ・ 伊 邪 那 美 の 屍 体
・ 綿 津 見 神 の 誕 生 に 見 え ろ 「 折 」 の 異 体 字 は 、 「 折 」 を 「 サ ク 」と訓
み 得 な く な っ た 中 古 ・ 中 世 期 に 、 さ ま ざ ま に 当 て 行 な わ れ た
結果といえよう
。 し か し 、 写 本 に よ っ て は 、 前 田 本 は 、 一 貫 し て
「折」が使われ、こうしたことは、写した人の織見によると思われる。そ
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とみて直したであろうが、「上」と 神」の「ミ」は、甲乙の相違があっ 、同一視できないと述ぺ、また 二所」に四して、
己巳
を「力｀く」と訓むのも臭例とされ、結屈底本の「二折」を尊軍すペきとされる。この説は、至極妥当である。樗本氏は、 之峯」を、二つの頂上（折れ曲った部分）をもつ山の意とされるが、
実際の山をみると、頂上が二つに裂けている。橋本氏は、訓
みは明示しておられぬが、
「フタサク」と訓むぺきであろう。
れ9
出霊の意宇郡
に見える国引き説
話では、
心起
絡煕如畷釦砥‘余所の国の余り
之
を引いてきて、
供
上二
提縫
い
合わせて出
君
町穂直雰
の
国を大きく
千善する。
そ
の一っ
寓
本
は、
主
釈姐蝦
l
ゃ2こ
〇
県
山
會、
1
嶋よ
り、八即爾
支
一
宮野ざ
熟ぎであ
り
、そ
の二
は、
釦怨臥E
り、
さだ狭田の国で
あり、
その三は、究即の困登より、
ii
の国であり、そ
の
四
は、
主珈
の
埼である。「折絶」を岩波文印の『風土記』は、「打絶」と改めるが、その必製 ない
。こ
の訓み方に
ついて、後藤蔵四郎氏の『出
塁国風土記考g』（娃器野吐）
に、次のように兒える。
こづ9らたえ
自去豆乃折絶而を、風土記解や訂正風土記には「去
豆
の打絶
ま
4
よりして」と読んで
居
れど
も
、これは古写本にある儘に「去
セヽ｀豆より折絶て
」と託むので
よからう。古典には析といふ字が
かむしも
折と書
いてあることを
屡々見る。去豆は
JI下湾の東北にある
小津浦に当ろ。
この
ように、
「絶」を「たち」と訓むかどうかは
別とし
て、ロと
を「さき」と訓むのは卓兄であ
る。
こ
れは、前掲の橋本論文にも
引かれているのだが、百木紀元氏の「山の続き
がその線の所で裂
け絶えたよ
うになって
いる
場所
、
すな
わちーつの山塊の間の細長
い狭溢部を意味する話 （』悶醤包埠ヂ函紐諸ぼ翌唱）
という
解に従うべきであろう。青木氏は
「折絶」の「折」も「絶」
も
どららも自動詞として、
「サケタェ」をよ
しとされろが、『古事
記』の稲羽の寛の条に「吹折」
（フキサク）
の例もあり、複合動
詞を必ずしも自動•他動のどららかに揃え
る必匝はなく、私は「
サ
キタエ」を採りたく思う。
いひぼ
つSthやま
播唇の揖保部に細折山があろ。その山は、
応神天旦がそ
こで狩
ゐ
をなさり、
．
走
る
猪を射た
細
弓が折れたので、
戴
折山と呼ぶという。
これ
は、橋本氏も言われるように、
「折れた弓と、高く笠える山
とはその形態が極めてよく似て」いる で、
「ヲレ」
が
いいか
と
．思われるが、ただこ
れも一っ「サク」
と即み得ろ可能性が考えら
れるのは
、現在こ
の地を
「
ケヤキ（槻）坂」と呼んでいるという日
本古典文学大系の指摘である。楠原祐介氏らの『地名用語語源辞典』（油和翌
吟）には、坂は
「サ
（割）・カ（処）で『分割所』．
の意から『境』の意を生じ『山の揉』の意から『坂』 篠に転じ
た」とする松岡静雄の説が引かれていろ。坂は、果してそのように転じてきたかは別として、
「サク」と語根を等しくす
ろこ
とは、
十分考えら
れる。槻ei椿は同木であるから、
「ツキサク」が「ケ
ヤキサカ」に変った可能性も考えられろ。し
かし、
「折」は多く
の場合「ヲル と訓むのであり、無理な推測は禁物である
「折」が「サク」と訓まれる
こと
に
ついて、江戸時代の学者は
気づかなかったと見え、『古
m
記』の「サク」と訓むぺき「折」
は、すぺて「折」に直しているが、その必要は
ない。
しかし、
「サク」と訓むぺき
字は、
「折」の外に沢山の異体字があり、そ
れら
がすべて「折」に
渠約されるかどうかは確言できない。やは
り「
折」には、
「サク」と訓む場合があり、それは、その字の使
われ
方によって判断すぺきであ
るという程度に止めるぺきであろ
う。尚、『播麻風土記』三条西家本の影印を天理善本叢柑によって左に示す。
（頁）
「折」と「析」の差
は甚だ微妙であろ。
9JfIr.S繋―
ko
二環町ク忍＞
汀条
J
各岱
7
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視祢タ―-$『風土記』の本文の扱いは、多く橋本氏の御教示を得た。謝意を表する。
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